市民活動団体支援枠

第６号様式の添付書類
市民協働のまちづくり活動応援補助金　決算書（総括表）
	区　分
	金額（円）
	内訳

	収入の部

	市民協働のまちづくり活動応援補助金（Ａ）
	
	

	参加者負担金
	
	

	寄付、協賛金等
	
	

	団体の自己資金
	
	

	
	
	

	
	
	

	収　入　合　計　(①)
	
	

	支出の部

	補助対象経費（Ｂ）
	
	詳細別紙内訳表のとおり

	補助対象外経費（Ｃ）
	
	詳細別紙内訳表のとおり

	支　出　合　計　(②)
	
	


※「収入合計（①）」と「支出合計（②）」は必ず一致させてください。

※ 補助率＝「市民協働のまちづくり活動応援補助金（Ａ）」÷「補助対象経費（Ｂ）」

第６号様式の添付書類
市民協働のまちづくり活動応援補助金　決算書(支出内訳表)
１　補助対象経費分
	経費名称
	支出額（円）
	説　　明
	領収書番号

	(ｱ)報償費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｲ)印刷製本費(コピー代を含む。)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｳ)原材料費 

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｴ)消耗品費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｵ)通信費(切手、郵送費等)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｶ)使用料及び賃借料

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｷ)役務費(手数料等)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｸ)委託料

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｹ)旅費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	(ｺ)研修等参加負担金

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｻ)食糧費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｼ)備品購入費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(ｽ)その他必要な経費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	支出合計(Ｂ)
	
	


※総括表の「補助対象経費（Ｂ）」と一致させてください。
２　補助対象外経費分
	経費名称
	支出額（円）
	説　　明

	
	
	

	支出合計(Ｃ)
	
	


※総括表の「補助対象外経費（Ｃ）」と一致させてください。

３　事業費総額
	事業費総額（対象経費と対象外経費を合計）
　　　（Ｂ）　+　（Ｃ）
	円


※総括表の「②　支出合計」と一致させてください。
※記載欄不足の場合は、適宜行を挿入してください。
≪対象外となる経費について≫


補助対象の事業に係る支出であっても、補助金の対象となる経費には制限があります。詳しくは募集要項をご覧いただき、不明な場合は地域づくり推進課までご相談ください。





―対象外経費の例―


報償費�
・事務職員の経常的な雇用経費


・団体構成員の講師等を務める場合の謝礼　�
�
委託料�
・計画、立案、実行の全てを委託する業務�
�
旅費�
・臨時的なアルバイト、ボランティアへの交通費、宿泊費


・視察、研修以外の団体の構成員に対する交通費、宿泊費�
�
食糧費�
・お菓子、酒


・団体構成員のみの交流会での飲食代�
�
備品購入費�
・補助対象経費の1/2（住民自治協議会支援枠は、2/3）を超えるもの


・補助対象事業に必要と認められないもの(持ち寄りやリースで対応可能なもの)


・他の目的に使用が可能と考えられるもの


・交付申請時に申請のなかったもの�
�
・ガソリン代…どこからどこまでが活動実施に使われたのか証明が難しいため、補助対象外です。


・光熱水費について…電気代、水道代等の運営の経常経費は補助対象外です。
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